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経 済 学 研 究 科
一 橋 大 学 商 学 部 卒 業
一 橋 大 学 大 学 院 商 学 研 究 科 経 営 学 及 び 会 言 1 学 専 攻 修 士 課 程 修 了
同 博 士 課 程 巾 退 ( 、 下 記 採 用 内 定 の た め )
平 成 元 年 4 何
平 成 5 年 4 月
平 成 7 年 4 村
平 成 1 0 年 4 月
平 成 Ⅱ 年 4 月
平 成 1 4 年 4 月
平 成 1 7 年 4 月
福 島 大 学 経 済 学 部 経 営 学 利 ・ 助 教 授 ( 昭 和 5 6 年 3 月 ま で )
千 葉 大 学 法 経 学 部 経 済 学 科 助 教 授 印 召 和 6 2 年 Ⅱ 月 ま で )
千 葉 大 学 大 学 院 社 会 利 ・ 学 研 究 科 経 済 学 専 攻 助 教 授 ( 昭 和 能 年 U 月 ま で )
千 葉 大 学 法 絲 学 部 及 び 大 学 院 社 会 科 学 垳 升 究 科 ・ 経 済 学 専 攻 教 授 ( 平 成 元 年 3
月 ま で )
多 序 大 学 経 営 情 報 学 部 教 授 ( 平 成 1 0 年 3 月 ま で )
多 摩 大 学 大 学 院 経 営 情 報 学 研 究 科 修 士 課 程 教 授 ( 平 成 1 0 年 3 月 ま で )
多 摩 大 学 大 学 院 経 営 情 報 学 研 究 科 博 士 課 程 教 授 ( 平 成 1 0 年 3 月 ま で )
東 北 大 学 経 済 学 部 経 営 学 科 教 授 ( 現 在 に 至 る )
東 北 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 経 営 学 専 攻 教 授 ( 乎 成 1 7 年 3 月 ま で )
東 北 大 学 評 議 員 ( 平 成 1 6 年 3 月 ま で )
東 北 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 経 済 経 営 学 専 攻 教 授 ( 現 在 に 至 る )
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学会等における活動(役職等)
経営学史学会会計監事(平成8~Ⅱ年)
経営学史学会理事(平成11年~17年)
日本経営学会理張(東北部会代表)(平成13年~16年)
社会における活動
福島労働基準局貨金相談貝印召和51年~56年)
下葉商工会議所商調協委員(昭和61年~乎成3年)
関東通産局大店審千葉審査会委員(平成4年~8年)
関東通産局大店審千葉審査会委員長・関束審査会委員(平成9年~10年)
日本学術振興会特別研究委員等審沓委員会専門委員(平成13年~15年)
大学評価・学位授与機構人学評価委員会専門委員 W鷺告研究面副主査)(平成H年~16年)
公立大学恊会人事制度専門委員(平成15年~16年)
???
?
?

1.著書・編書(共著書等含む)
1.バーナード理論の経営学的研究
河野大機,昭和56年3月(初版)・昭和63年9月(第2昂ID,千倉書房
2.雲嶋良雄先生退官記念論文集
雲嶋良雄・竹内一夫・河野大機・小松章・河野昭三(共編著),
河野大機,「バーナードの四重経済の概念とその展開」,昭和飢年4月,同文舘
業績目録
3.ドラッカー経営論の体系化一時代に適い状況を創る経営一(上)
(その解哥鮴励 a◇
(『ドラッカー経営'i命の体系』,昭和61年10月(初版)・平成2年11月(第 1増'丁
版)の増訂・改題版が上記の上巻にあたる)
河野大機,(上):平成 6年10月,(、ド):平成 7年2月(初版)平成10年9月
(第1増訂"め平成13年11月(第2増訂版),三嶺書房
4.経営発展論
山本安次郎・加藤勝康(編著),河野大機,「多角化」(第3編「事業発展」の第
5章),平成9年3月,文眞堂
5.経営学パラダイムの探求一人問協働この未知なるものへの挑戦一仂Π藤勝康博
士喜寿記念論文集)
河野大機・吉原正彦(共編著),河野大機,「経営'イ本絲済と組織経済と効用管理」
(第4部「バーナード管理論とその展開」の第27章),平成13年5月,文眞堂
6.ライフスタイル・マネジメントー個人・企業・環境一
小松章俳肩1苫),河野大機,「6 ライフスタイル変化と企業経営革新の相互
作用」,平成14年10月,文眞堂
フ.経営・組織の科学と技能と倫理ーバーナーディアン・コーオペレーションー
河野大機,平成15年9月,千倉書房
8 経営書読解の修業ーバーナード『経営者の役害山をケースにしてー
河野大機,平成16年10月,文眞堂
2Ⅱ
調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 と 企 業 の 革 新 に 関 す る 経 営 学 的 研 究
小 松 章 ( 編 著 ) , 河 野 大 機 . 「 ラ イ フ ス タ イ ル 変 化 と 企 業 経 営 革 新 の 相 互 作 用 』 ,
平 成 1 3 年 1 2 月 , 平 成 H - 1 3 午 度 科 学 研 究 費 補 助 某 盤 研 究 ( B X D  研 究 成 果 桜 告 書
日 木 型 価 値 創 造 経 営 の モ デ ル 構 築 一 市 場 令 能 性 崩 壊 の 中 で の 日 本 型 経 営 ス タ イ
ル の 再 検 討 一
巾 井 透 ( 編 著 ) , 河 野 大 機 , 「 価 値 創 造 ネ 登 営 の 理 論 」 . 平 成 1 7 年 1 2 月 . 平 成 1 5 -
1 7 年 度 科 学 研 究 贄 基 盤 研 究 恨 ) ( 1 ) 研 究 成 果 報 告 書
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Ⅲ
研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 ・ 共 同 執 筆 )
経 営 組 織 の 補 修 と 労 働 者 指 導 の 修 正 ー ア ー ジ リ ス 著 『 人 間 と 成 文 組 織 』 を 中 心
に し て ー
河 野 大 機 , 商 学 論 集 ・ 福 島 大 学 経 済 学 会 ・ 第 4 1 巻 第 1 ・  2 号 合 併 号 . 昭 和 4 7 年
1 0 月
ロ ッ ト の 合 理 的 賃 率 設 定 論 一 基 本 給 合 理 化 の 問 題 を 中 心 に し て ー
河 野 大 機 . 商 学 論 集 ・ 福 島 大 学 経 済 学 会 ・ 第 4 3 巻 第 3 号 , 昭 和 5 0 午 3 月
合 理 的 な 賃 凖 設 定 ー ア メ リ カ で の 変 遷 を 中 心 に し て ー
河 野 大 機 , 商 学 論 集 ・ 福 島 大 学 経 済 学 会 ・ 第 4 3 巻 第 4 号 , 昭 和 5 0 年 3 月
F .  W . テ イ ラ ー 理 論 の 一 考 察 一 そ の 管 理 の 目 的 ・ 制 度 ・ 組 織 ・ 態 度 一
河 野 大 機 , 商 学 論 集 ・ 福 島 大 学 経 済 学 会 ・ 第 4 5 巻 第 2  号 , 配 拝 Π 5 1 年 1 2 月
C . 1 . バ ー ナ ー ド 理 論 に 関 す る ・ ー ぢ 察 一 企 業 の 目 的 ・ 組 織 ・ 部 分 的 管 理 ・ 全 般 的 管
理 ・ 管 理 態 度 に つ い て ー
河 野 大 機 , 商 学 論 集 ・ 福 島 大 学 経 済 学 会 ・ 第 4 6 巻 第  1 ・ 号 , 昭 和 5 2 年 7 月
バ ー ナ ー ド 理 論 の ・ 一 青 察 一 そ の 絲 営 学 的 意 義 を 中 心 に し て ー
日 本 経 営 学 会 僻 卿 『 経 営 学 論 集 』 第 4 8 集 . 河 野 大 機 , 昭 和 5 3 年 9 月 、 千 倉 書 房
組 織 均 衡 一 組 織 の 有 御 ナ 性 と 能 率 性 一
高 柳 暁  q 覇 著 ) 狂 見 代 経 営 管 理 論 一 組 織 論 的 ア プ ロ ー チ ー 』 , 河 野 大 機 , 昭 和 5 8
年 1 1 月 , 同 文 舘
事 業 升 封 謹 論 序 説 ー ド ラ ッ カ ー の 所 論 を 中 心 に し て ー
河 野 大 機 , 一 橋 論 叢 ・ 一 橋 大 学 ト ー 橋 学 会 ・ 第 9 6 巻 第 4  号 , 昭 和 6 1 年 1 0 月
1
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9 組織経済と効用管理ーバーナードの概念的枠組みの展開への試みー
河野大機,経済学・東北大学経済学会・第娼巻第6号(通166号),昭和62年3月
アージリス
矢島基臣(編著)『現代の経営思J県』,河野大機.昭和62年10月,春秋社
事業発展論序説
河野大機, TIMIS Joumal・多摩大学・24号,平成4年7 門
増地庸治郎経営理論の一吉察
〒於営学史学会(編)年祁第3輯『日本の経営学を築いた人びと』,河野大機,平
成8年5月.文眞堂
ドラッカー経営理論の体系化への試み
経営学史学会仔卿年報第4輯『アメリカ経営学の潮流』.河野大機,平成9年
6月,文眞堂
企業文化
佐々木恒男(編著)旺棚t経営学の基本問題』,河野大機,平成Ⅱ年4月,文眞堂
ドラッカーの絲営体統治・絲営者統治論
河野大機,経営'学論集・龍谷大学・第39巻第 1・号,平成11年6月
実践経営学の方法と体系一止け成教授・雲嶋教授・ドラッカー教授に学んで
日本経営教育学会(編)第3巻吃1出紀の経営教育』.河野大機,平成12年3月,
学文社
ドラッカーの新しい経営理論
河野大機,ホ塗営学論集・龍谷大学・第"巻第2号,平成16年8月
10
11
12
13
14
15
16
3
17
Ⅳ.口頭発表(学会報告など)
1.アージリス理論の・一吉察
河野大機,日本経営学会東北部会,昭和46年10月,弘前大学
2.バーナードの理論のー・吉察
河野大機,日本経営学会東北部会,昭和52年1月,東北学院大学
3,バーナード理論の一考察一その経営学的意袈を中心にしてー
河野大機,日本経営学会第51回大会,昭和52午10何,愛知学院大学
44
増 地 庸 治 則 俳 誇 営 理 論 の 一 考 察
河 野 大 機 , 経 営 学 史 学 会 第 3 回 大 会 . 平 成 7 年 5 月 , 中 京 大 学
ド ラ ッ カ ー 経 営 理 論 の 体 系 化 へ の 試 み
河 野 大 機 , 経 営 学 史 学 会 第 4 回 大 会 , 平 成 8 年 5 月 , 青 山 学 院 大 学
河 野 大 機 , 日 本 絲 営 教 育 学 会 第 3 9 回 大 会 , 平 成 1 1 年 6 月 , 束 洋 大 学
ド ラ ッ カ ー の 経 営 社 会 貰 任 論
河 野 大 機 , 東 洋 大 学 経 営 力 創 成 セ ン タ ー 第 2 回 シ ン ポ ジ ウ ム , 平 成 1 7 年 3 月 ,
東 洋 大 学
5
6
7
V
圭 評 ・ 紹 介
ド ラ ッ カ ー 著 『 新 し い 現 実 』
河 野 大 機 , 東 京 新 聞 . 平 成 元 年 8 月 2 0 日
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Ⅵ
解 説 ・ 評 論 等 俳 斤 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 , 事 典 の 執 筆 等 )
2 1 世 紀 の 企 業 経 営 ( ビ デ オ )
P .  F . ド ラ ッ カ ー ( 著 ) ・ 小 林 薫 ( 総 監 修 ・ 著 ) ・ 河 野 大 機 ・ 三 戸 節 雄 ( 編 ・
著 ) . 上 田 惇 生 ( 監 訳 ) ,
編 集 担 当 分 は 『 ビ デ オ ラ イ ブ ラ リ ー 』 ( 全 9 巻 ) の 章 ・ 節 の 構 成 と 標 題 づ く り ,
『 ビ ュ ー ワ ー ズ ・ ガ イ ド 』 の 執 筆 部 分 「 代 表 的 著 作 ガ イ ド 」 , 平 成 4 年 7 月 . ダ
イ ヤ モ ン ド 社
経 済 思 想 史 詐 典
経 済 学 史 学 会 絲 卿 , 分 担 執 筆 ( 単 著 ) , ド ラ ッ カ ー , バ ー ナ ー ド ( 計 半 頁 分 ) ,
平 成 1 2 年 6 月
経 営 学 史 事 典
経 営 学 史 学 会 , 編 集 総 括 ( 村 田 晴 夫 ・ 稲 葉 元 吉 ) ・ 編 集 委 員 ( 片 岡 信 之 ・ 河 野
大 機 ・ 齋 膝 毅 憲 ・ 佐 々 木 恒 男 ・ 高 橋 由 明 ・ 丹 沢 安 治 ・ 万 仲 脩 一 ・ 吉 田 修 , 事
務 局 ( 小 笠 原 英 司 ) ) ,
分 担 執 筆 ( 単 著 ) ( 「 1 9 3 0 年 代 か ら 5 0 年 代 の ア メ リ カ 経 営 学 」 ( 株 式 会 社 論 の 隆 盛 ,
組 織 原 則 論 の 誕 生 , 人 事 管 理 ・ 労 資 関 係 論 の 発 展 , 行 動 科 学 の 生 成 と サ イ モ ン ,
行 動 科 , 学 の 発 展 . マ ー ケ テ ィ ン グ 論 の 発 展 , 管 理 工 学 の 誕 生 , 経 済 学 的 経 営 学
の 発 展 , 全 般 的 管 理 論 と 経 営 史 研 究 ) , ド ラ ッ カ ー 『 現 代 の 経 営 』 , 上 田 貞 次 郎 ,
グ ラ ン ト ( E .  L .  G r a n t ) . 酒 井 正 三 郎 , 増 地 庸 治 郎 ) ( 計 ' 6  頁 分 ) , 平 成 1 4 年 6
月 , 文 眞 堂
1
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4. ドラッカーの理論
渡辺峻・角里列言夫・伊藤健市(編者)『やさしく学ぶマネジメントの学説と思
想』(「組織と管理j の「4」).河野大機,平成15年6月,ミネルヴブ古房
ベーシック経営学辞典
片岡信之・齊藤毅憲・佐々木恒男、高橋由明・渡辺峻(編著),分担判ψ立(単
著)革新型経営・経験曲線・顧客の創造・顧客満足・コントローラー・ニンフ
リクト・ドラッカー・ハーズバーグ・命令系統・目標による管理(計 2 頁半),
平成16年8月,文眞堂
経営理論の神様ドラッカー博士1訓愚れた水墨画のコレクター,国く「日本は義
理と自由の三木動
週刊ポスト第19巻第 1 号,昭和62年1月1日号,ドラッカー孝剣受とその所蔵
水墨画と河野大機を大阪市立美術館で写真家・柴田一良氏が写真(3葉)撮影
し.編集者が解説したもの
日本はソ連とかかわりを持つな(特別インタビュー)
週刊ダイヤモンド第78巻第46号,平成2年12阿 1日号,ドラッカー教授への
河野大機のインタビュー(標題は編集者がつけたもの)
5
6
7
V11 その他(随想など)
経済学への志向《13》一窮極的には経営学をー
河野大機,福島大学経済学部学生新聞会・畔割凌新闇』第125号,昭和50年6月
中国的マネジメント
河野大機(序・解説)・河野顕(抄訳), TIMIS JoumalNO.5 (多摩大学),1990
年1月,曽仕強『中國的経営理念』台湾・経済日帳社,1986年,の解説・抄訳.
中国的マネジメント(その2)-「安人」の理念と台湾の「不安」についてー
河野大機(序・解説)・河野顕 q少訳), TIMIS JournalNO.13 (多摩大学).
1991年3月,曽イ上強『中國的経営理念』台湾所蚤済日帳社,1986年,の解説
抄訳
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